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Abstract : In physical education,*1 the ability to exercise is clarified, which is one of the factors that can
cause dislike of exercise and dislike of physical education. On the other hand, students cannot directly clarify
their own movements with their own eyes, which limits the learning that they can do by themselves. There­
fore, in order to be able to do exercises that students are not good at, or to become more proficient at them,
it is important for students to learn how to match their own movements with others’ and point out areas for
improvement with specific advice. The curriculum guidelines for elementary and junior high schools（2018）
and the report of the Central Council for Education（2021）reiterate the importance of deepening learning
while collaborating with others. However, it can be said that it is important in physical education. This paper
is based on prior literature and asks what is important in realizing collaborative learning in physical educa­
tion and what kind of abilities students can develop through that learning. The results of that investigation
show that four key points—forming mental images of exercise, group compositions in line with learning,
learning that emphasizes dialogue between students about exercise, and thought­provoking learning that
causes student to link being able to understand what to do with being able to do it—could be taken as char­
acteristics of collaborative learning. In addition, this paper reveals that such collaborative learning brings
about results in terms of practically improving students’ athletic ability and physical strength, improving their
ability to cooperate with others to solve problems, and helping them form better relationships with other stu­
dents.
Key words：体育科教育 physical education 協働的な学び collaborative learning 文献的研究 bibliographic research
授業づくり coursework creation 他者とのかかわり relationships with others
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は、第 1段階を「1回旋 2跳躍の運動」、第 2段階を
「跳びながら外にいる人とキャッチボールを行う運動」
をはじめとする 4段階の運動に挑戦した。タッチコーン







































































































ムで試すミニゲームであった。ここでは児童 B が QB
の役割となったが、児童 B は自分の考えた作戦通りに
動いてくれなかった児童 C に対して腹を立て、児童 C
を責める発言をした。ここにはハンドボールの授業でも
観察された児童 B と児童 C の間に力関係があったと考






















































































































































4 複式学級における ICT を活用した協働的な学びの実
践研究
高瀬、中島（2015）は、へき地校として指定されてい











設定としては、スタートから第 1ハードルまでを 13 m、








































































































































































































































































































































































































































































た生徒 B がいるが、生徒 A はその生徒 B に対して積
極的に声をかけて関わる姿が見られ、生徒 B もそれに
応えるように授業に取り組むようになった。その結果、
生徒 B の第 5時の授業評価は、全項目で満点を示した。
























った生徒 D だが、第 7時では「こちらのサイド（右側）
に追いやられたら、俺が左に移動してカバーする。」な
ど、生徒 G と作戦を話し合う場面も見られるようにな
った。さらに第 8時では生徒 D は女子のペアに向かっ
て「中途半端に高いの打ったら相手が取りにいくよ。」
などのアドバイスをするようにもなった。共同作業認識







































































































































末等の ICT や動画・静止画の活用（外山ら 2015、高瀬





































































































































































本ら（2013）が Engeström, Y. 山住勝弘他訳『拡張による
学習』新曜社（1999）から参考にしたものである。このモ
デルには「主体」「対象」「道具」「結果」「共同体」「分業」
「ルール」がある。加登本ら（2013）はこれらのモデルを、
今回の授業実践で取り上げたフラッグフットボールで次の
ように位置付けている。「主体」とは分析者が選んだ個人
或いはグループ（本研究では抽出した A 班の児童）、「対
象」とはフラッグフットボール教材に含まれる作戦の立案
や事項修正と言った学習課題、「道具」とはボールや作戦
図などの技術的な道具に加え、ボール操作の技能や戦術的
知識である心理的道具、「結果」とは作戦の成否や得点、
勝敗といったゲームの結果とその過程で習得された戦術的
知識や作戦を実行するための運動技能の習熟、「共同体」
とは、同一の対象を共有する多様な個人やサブグループを
指すとしている。「分業」はポジション毎の役割や得点係、
審判係などのゲーム運営上の役割を「課題の水平的分
割」、学級における指導－被指導といった権力関係を「垂
直的分割」と捉えている。「ルール」とはプレイを制限す
るルールに加え、「苦手な人にはボールを渡さない方がよ
い」と言った児童の中で暗黙的に形成されている慣習も含
めたものとしている。
５）藤田（2020）は協同学習について触れているが、本論で
はこれを同じ目的のために協力して学習することと位置付
ける。
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